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本
市
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平

成
28
年
12
月
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
た
平
成
27

年
度
決
算
の
う
ち
、
市
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
を

計
上
す
る
一
般
会
計
の
状
況
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
財
政
課

　
☎
４
４
３
│
１
１
１
７

平 成 2 ７ 年 度 決 算 を 公 表平 成 2 ７ 年 度 決 算 を 公 表平 成 2 ７ 年 度 決 算 を 公 表

○
一
般
会
計

　
平
成
27
年
度
の
歳
入
総
額
は
、

２
０
４
億
２
２
１
５
万
９
千
円
、

歳
出
総
額
は
１
９
３
億
９
１
７

８
万
３
千
円
で
、
歳
入
歳
出
の

差
引
総
額
は
10
億
３
０
３
７
万

６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
中
に
は
平
成
28
年
度
に

繰
り
越
し
た
事
業
費
な
ど
に
充

て
る
財
源
５
７
６
９
万
８
千
円

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
９
億

７
２
６
７
万
８
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

【
歳
入
】

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源
の
中

心
で
あ
る
市
税
の
う
ち
、
個
人

市
民
税
や
軽
自
動
車
税
は
増
え

て
い
る
も
の
の
、
法
人
市
民
税

の
税
率
改
定
や
家
屋
の
評
価
額

の
下
落
な
ど
に
よ
り
、
市
税
総

額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
８

０
２
７
万
３
千
円
（
１
・
１
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
依
存
財
源
の
う
ち
地

方
交
付
税
及
び
地
方
消
費
税
交

付
金
が
増
加
し
た
も
の
の
、
朝

陽
小
学
校
の
改
築
事
業
が
お
お

む
ね
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
国
庫
補
助
金
な
ど
が
減
少
し
、

国
県
支
出
金
は
、
前
年
度
と
比

較
し
て
８
億
４
４
７
０
万
８
千

円
（
15
・
２
％
）
の
減
と
な
り
、

歳
入
全
体
に
占
め
る
自
主
財
源

の
割
合
は
43
・
２
％
、
依
存
財

源
は
56
・
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
方
消
費
税

交
付
金
や
地
方
交
付
税
は
増
加

し
た
一
方
、
市
税
や
、
投
資
的

経
費
が
減
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

国
の
補
助
金
や
建
設
地
方
債
が

減
少
し
、
歳
入
総
額
は
前
年
度

よ
り
18
億
７
８
６
７
万
７
千
円

（
８
・
４
％
）
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

【
歳
出
】

　
歳
出
に
占
め
る
割
合
が
最
も

高
い
も
の
は
民
生
費
で
、
障
害

者
自
立
支
援
給
付
事
業
費
や
生

活
保
護
費
な
ど
の
増
加
や
平
成

27
年
4
月
に
開
設
し
た
認
定
こ

ど
も
園
に
対
す
る
補
助
金
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

４
億
９
７
５
万
９
千
円
（
５
・

２
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
土
木
費
は
、
市
道
の

改
良
事
業
費
、
榎
戸
駅
整
備
事

業
費
や
大
池
排
水
区
整
備
事
業

一
般
会
計
負
担
金
な
ど
を
支
出

し
ま
し
た
が
、
大
規
模
な
工
事

が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
５
億
６
３

０
０
万
２
千
円
（
36
・
５
％
）

の
減
、
教
育
費
は
朝
陽
小
学
校

の
改
築
事
業
が
お
お
む
ね
終
了

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
14
億
８
１
３
４

万
７
千
円
（
44
・
０
％
）
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
債
（
市
の
借
金
）

の
返
済
で
あ
る
公
債
費
は
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
た

際
の
市
債
の
返
済
が
終
了
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
２
億
８
７
７
万
円
（
８
・

８
％
）
の
減
と
な
り
、
歳
出
総

額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
18

億
１
６
０
０
万
９
千
円
（
８
・

６
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

○
特
別
会
計

　
特
別
会
計
と
は
、
国
民
健
康

保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の
特
定

の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
と
、

水
道
や
下
水
道
事
業
な
ど
法
律

に
よ
り
独
立
採
算
を
原
則
と
す

る
会
計
を
い
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
に
お
け
る
決
算
の

状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

○
基
金
残
高
の
状
況

　
基
金
に
は
、
特
定
の
目
的
の

た
め
に
財
産
を
維
持
し
、
資
金

を
積
み
立
て
る
も
の
と
、
特
定

の
目
的
の
た
め
に
定
額
の
資
金

を
運
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
に
属
す
る
主
な
基

金
の
平
成
27
年
度
末
の
残
高
状

況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問

市　税
7,063,968
市　税

7,063,968

その他の
自主財源
1,713,326

市　債
1,221,700

その他の
依存財源
1,604,731

繰入金
42,510

自　
主

　
財

　

源

歳　入
20,422,159

歳　出
19,391,783

依

　
存

　
財

　

源 

地方
交付税

4,047,978

地方
交付税

4,047,978

民生費
8,331,907
民生費

8,331,907

総務費
2,092,770
総務費

2,092,770

教育費
1,886,552
教育費

1,886,552

土木費
978,142

その他
723,576

公債費
2,162,064
公債費

2,162,064

消防費
1,194,337

特別会計の歳出決算額など

主な基金の残高状況

【単位：千円】

衛生費
2,022,435
衛生費

2,022,435国・県支出金
4,727,946
国・県支出金
4,727,946

一般会計財政調整基金

塵芥処理施設建設

改良基金

し尿処理基金

用排水路建設改良基金

減債基金

青少年育成基金

地域振興基金

地域福祉基金

落花生の郷やちまた

応援寄附金による

まちづくり基金

文化会館建設基金

野球場建設基金

東日本大震災復興基金

16億630万1千円

8万9千円

5,819万6千円

1億2,213万9千円

995万円

198万5千円

2,301万円

723万２千円

140万３千円

215万6千円

317万6千円

659万1千円

国民健康保険

　うち保険給付費

後期高齢者医療

　うち広域連合納付金

介護保険

　うち保険給付費

下水道事業

　水洗化人口 

水道事業

　給水戸数

　給水人口

115億712万1千円

65億6,177万1千円

4億3,549万4千円

4億2,865万2千円

40億3,563万8千円

38億2,368万1千円

13億9,608万5千円

19,715人

14億4,072万7千円

14,540戸

37,833人
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